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藻利重隆博士における経営学の
社会的価値と課題

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































22 経 営 と 経 済
経済社会の要請とは,経済社会の発展への貢献ないし改造への貢献に他なら
ない｡経済社会は学問に対してこのことを期待しこれを要請するのであり,
これに応えることが学問に携わる者の責務だと博士は考えるのである0
藻利博士によれば,博士自らが携わる学問研究としての経営学は,直接的
には企業の発展に貢献し,このことを介して間接的に経済社会の発展に貢献
する｡博士においては,企業の発展は,経済社会の発展なくしてはありえな
い｡企業は,経済社会の発展に貢献することによって,自らも発展すること
ができる｡このようにして,企業を繁栄させる論理すなわち企業の論理ない
し企業の指導原理は,企業の経済社会への貢献と結びついている｡換言すれ
ば,企業の論理は企業倫理と結びついている｡このようにして,企業倫理は,
企業に対して他律的な原理ではなく,自立的な原理であることが注意されな
ければならない｡企業倫理は企業の論理と別個のものではなく,したがって
それは,企業の論理のうちに見出されなければならないのである｡
このように,企業の論理が企業倫理と結びついているとき,経営学は,企
業を研究しこの発展に貢献することによって,経済社会の発展に貢献するこ
とができる｡このことによって,経営学は経済社会の要請に応えることがで
きるのであり,社会的価値を有するものとなるのである｡
そして,経営学が企業倫理と結びついた企業の論理ないし企業の指導原理
を明らかにし,これとの関連において企業の管理をそしてここに用いられる
管理技術を解明するとき,ここに明らかになる管理技術は,企業の要請に真
に応えるものとなりうる｡それは,企業の発展に資するとともに,このこと
によって社会の発展に資するものとなりうるであろう｡このようにして,経
営学は,管理技術の研究についても,経済社会の要請に真に応えうることと
なるのである｡
以上から明らかなように,藻利博士においては,企業倫理の研究は,経営
学の最高の課題をなす｡ところが,今日,企業倫理は動揺のなかにある｡か
っての企業倫理は,もはや今日の企業に相応しくなく,しかも,これに代わ
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る新しい企業倫理は不明である｡そこで,企業にとって新しい企業倫理の確
立は,現在著しく急を要する課題なのである｡藻利博士は,企業のこのよう
な要請に応えようとする｡しかも,企業の管理と管理技術が企業倫理にもと
づくものであることからすれば,企業倫理の解明は,また,企業の研究とし
ての経営学にとっても喫緊の課題なのである｡
それでは,藻利博士は,この新しい企業倫理をいかに解明し,いかなるも
のとして把握することになるのであろうか｡このことを明らかにすることが
われわれの次の課題である｡
